
別紙１‐１６

事業名

実施した事業の成果

実施した事業に対する評価

備考

　本事業は当初、より広範囲の実施を仮定して計画を作成していたが、東日本大震災の影響により日本
テニス協会の財政状態が悪化、これにより協会負担分の予算確保が難しくなったため規模を縮小せざ
るを得なかった。また日本テニス協会として重要な資料を得られる機会を得ている事業であるが、前記
財政状況の悪化によりH24年度申請においては規模の縮小をせざるを得なくなった

実績報告書

助成事業細目

スポーツ活動推進事業

調査研究

トップジュニアテニス選手を対象としたスポーツ科学的サポートに関する調査研究

ロゴマーク等の表示方法

（                                     ）

事業の実施状況及び実施結果
並びに助成金の使途に関する

情報の公開方法

実施した事業に関して日本テニス協会ホームページおよびテニス協会保有ホームページにおいて周知
を行った。

実施した事業の内容
(種目･期間･場所･対象者・実

施方法等)

〔実施事業の内容〕

調査対象
→第1回愛媛トレセンにおける測定、8月17日~8月18日、愛媛県松山市
→兵庫トレセンにおける測定、9月18日~9月19日、兵庫県三木市
→第1回島根トレセン測定、10月1日~2日、島根県松江市
→中牟田杯ジュニアトーナメントにおける測定、11月3日~5日、福岡県福岡市
→ナショナルジュニア合宿における測定、12月16日~18日、味の素NTC
→ナショナルジュニア合宿における測定、1月13日~15日、味の素NTC
→第2回島根トレセンにおける測定、1月14日~15日、島根県松江市
→アフタージュニアプレーヤーの測定、2月18日~2月19日、東京都西多摩郡
→第2回愛媛トレセンにおける測定、2月24日~2月25日、愛媛県松山市

上記測定にまつわる打ち合わせおよび分析のための会議など
→5月15日、味の素NTC
→6月25日、味の素NTC
→8月5日、味の素NTC
→9月6日、大阪体育大学
→3月23日、味の素NTC

事業の第三者への委任（委託等）の有無

　本調査を実施したことにより、育成段階にある選手の体力的数値の実態を把握する事が出来た。
また、地域のトップレベルのジュニアと日本代表レベルのジュニア双方の数値を得る事により、比較が可
能となる下地が揃えられ、具体的な数値目標を設定するための材料を得る事が出来たと言える。

ホームページ上の表示	
 活動場所での掲示（看板等による）	


印刷物への表示	
 取得物品への表示	


その他	


有	
 無	



